
10

月

22

日

（

金

）

に

長

崎

新

聞

の

別

冊

付

録

「

と

っ

と

っ

て

ｍ

ｏ

ｔ

ｔ

ｏ

！

」

に

紹

介

さ

れ

ま

し

た

。

秋

の

紅

葉

ス

ポ

ッ

ト

の

紹

介

で

し

た

が

、

現

在

頒

布

中

の

御

朱

印

な

ど

も

ご

紹

介

頂

き

、

お

か

げ

さ

ま

で

参

拝

者

も

増

え

ま

し

た

。

場

合

、

最

初

に

動

か

す

足

は

下

位

で

あ

る

右

足

か

ら

、

右

側

に

座

っ

て

い

た

場

合

は

そ

の

逆

で

左

足

か

ら

、

と

い

う

事

に

な

り

ま

す

。

新

米

神

職

の

場

合

、

最

初

は

頭

で

考

え

な

い

と

こ

の

所

作

が

出

来

ず

に

ギ

ク

シ

ャ

ク

し

た

動

き

に

な

り

が

ち

で

す

が

、

十

年

以

上

の

中

堅

神

職

に

な

る

と

体

が

自

然

と

そ

の

場

に

応

じ

た

所

作

で

動

か

せ

る

よ

よ

う

に

な

り

、

美

し

い

動

き

で

祭

典

も

ス

ム

ー

ズ

に

奉

仕

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

美

し

い

所

作

で

動

く

神

職

の

背

中

を

見

せ

る

事

は

、

そ

れ

だ

け

で

一

番

の

教

化

（

氏

子

を

教

え

導

く

こ

と

）

に

な

る

。

と

言

う

ベ

テ

ラ

ン

神

職

も

い

る

ほ

ど

で

す

。

し

か

し

「

慣

れ

」

と

「

老

い

」

は

怖

い

も

の

で

、

一

人

で

奉

仕

し

て

い

る

神

社

で

は

誰

も

注

意

し

て

く

れ

る

人

が

い

な

い

の

と

、

ま

た

加

齢

に

よ

る

足

腰

や

筋

力

の

衰

『

『『

『

上

上上

上

と

とと

と

下

下下

下

、

、、

、

左

左左

左

と

とと

と

右

右右

右

』

』』

』

私

た

ち

神

職

は

参

拝

者

と

神

様

の

『

仲

取

り

持

ち

』

と

い

う

職

業

柄

、

常

に

神

様

に

対

し

て

失

礼

の

無

い

よ

う

な

所

作

で

動

き

ま

す

。

こ

の

作

法

を

総

称

し

て

祭

式

（

さ

い

し

き

）

と

言

い

ま

す

。

神

様

に

向

か

っ

て

右

側

に

座

る

か

、

左

側

に

座

る

か

、

正

面

に

座

る

か

の

位

置

に

よ

っ

て

最

初

に

動

か

し

だ

す

足

が

違

っ

て

き

ま

す

し

、

ク

ル

ッ

と

回

っ

て

お

辞

儀

を

す

る

際

に

も

回

転

の

方

向

が

違

い

ま

す

。

簡

単

に

言

い

ま

す

と

、

神

社

の

中

心

に

一

本

の

線

が

あ

る

と

思

っ

て

く

だ

さ

い

。

そ

の

線

を

境

に

右

側

が

上

位

、

左

側

が

下

位

に

な

り

ま

す

。

ま

た

前

後

の

上

下

は

、

当

然

で

す

が

神

様

に

近

い

方

が

上

位

で

遠

い

方

が

下

位

に

な

り

ま

す

。

し

た

が

い

ま

し

て

神

様

に

は

失

礼

の

無

い

よ

う

、

下

か

ら

上

へ

、

下

位

か

ら

上

位

へ

の

動

き

が

基

本

と

な

り

ま

す

。

例

え

ば

神

職

が

正

面

に

向

か

っ

て

左

側

に

座

っ

て

い

た

早

い

も

の

で

今

年

も

残

り

一

ヶ

月

余

り

に

な

り

ま

し

た

。

今

年

も

『

た

よ

し

の

杜

』

を

お

読

み

頂

き

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

来

年

も

よ

ろ

し

く

お

願

い

致

し

ま

す

。

コ

ロ

ナ

も

だ

い

ぶ

ん

落

ち

着

い

て

き

ま

し

た

。

来

年

こ

そ

は

マ

ス

ク

無

し

の

普

通

の

生

活

が

送

れ

る

よ

う

に

な

る

こ

と

を

祈

り

た

い

と

思

い

ま

す

。
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創建 文禄元年

久山年神社

編
集

後
記

久

山

年

神

社

社

報

第

十

三

号

た
よ
し
の
杜

え

も

加

わ

り

、

少

し

ず

つ

こ

の

所

作

が

崩

れ

て

い

く

の

で

す

。

そ

の

た

め

私

た

ち

神

職

は

ニ

～

三

年

に

一

度

で

で

す

が

、

祭

式

研

修

会

を

受

け

て

基

本

動

作

の

確

認

や

模

擬

祭

典

を

行

い

、

所

作

の

チ

ェ

ッ

ク

を

行

い

ま

す

。

余

談

で

す

が

、

昔

の

官

職

で

右

大

臣

と

左

大

臣

と

い

う

役

職

が

あ

り

ま

す

が

、

天

皇

を

正

面

に

見

て

右

に

い

る

の

が

左

大

臣

、

左

に

い

る

の

が

右

大

臣

に

な

り

ま

す

。

右

な

の

に

左

大

臣

？

左

な

の

に

右

大

臣

？

と

思

わ

れ

た

こ

と

で

し

ょ

う

。

実

は

神

社

や

御

所

の

左

と

右

は

、

神

様

や

天

皇

か

ら

見

た

場

合

の

左

と

右

な

の

で

す

。

で

す

か

ら

神

様

側

か

ら

見

て

左

側

（

私

た

ち

か

ら

見

た

ら

右

側

）

が

左

大

臣

、

神

様

側

か

ら

見

て

右

側

（

私

た

ち

か

ら

見

た

ら

左

側

）

が

右

大

臣

、

と

な

る

訳

で

す

。

ち

な

み

に

前

述

の

と

お

り

、

正

面

に

向

か

っ

て

右

側

が

上

位

に

な

り

ま

す

か

ら

、

左

大

臣

が

右

大

臣

よ

り

偉

い

役

職

と

い

う

事

に

な

り

ま

す

。

一

般

の

方

か

ら

す

れ

ば

こ

の

上

下

左

右

の

作

法

は

非

常

に

判

り

づ

ら

い

と

思

い

ま

す

が

、

知

識

と

し

て

知

っ

て

お

く

と

、

目

上

の

人

に

席

を

勧

め

る

際

な

ど

に

上

座

や

下

座

の

位

置

を

理

解

し

や

す

く

な

り

ま

す

か

ら

、

頭

の

片

隅

に

で

も

入

れ

て

お

い

て

頂

く

と

日

常

生

活

の

中

で

役

に

立

つ

と

思

い

ま

す

。

宮

司

本

田

孝

裕

フェイスブック インスタグラム ツイッター

長

崎

新

聞

長

崎

新

聞

長

崎

新

聞

長

崎

新

聞

の

のの

の

別

冊

付

録

別

冊

付

録

別

冊

付

録

別

冊

付

録

『

『『

『

と

っ

と

っ

て

と

っ

と

っ

て

と

っ

と

っ

て

と

っ

と

っ

て

ｍ

ｏ

ｔ

ｔ

ｏ

！

ｍ

ｏ

ｔ

ｔ

ｏ

！

ｍ

ｏ

ｔ

ｔ

ｏ

！

ｍ

ｏ

ｔ

ｔ

ｏ

！

』

』』

』

に

にに

に

紹

介

紹

介

紹

介

紹

介

さ

れ

ま

し

た

さ

れ

ま

し

た

さ

れ

ま

し

た

さ

れ

ま

し

た

。

。。

。

七

七七

七

五

五五

五

三

三三

三

は

はは

は

年

年年

年

内

内内

内

い

いい

い

っ

っっ

っ

ぱ

ぱぱ

ぱ

い

いい

い

受

受受

受

け

けけ

け

付

付付

付

け

て

お

り

ま

す

け

て

お

り

ま

す

け

て

お

り

ま

す

け

て

お

り

ま

す

。

。。

。

11

月

15

日

は

七

五

三

で

す

。

例

年

15

日

前

後

の

土

日

は

七

五

三

の

お

祓

い

が

集

中

し

ま

す

が

、

コ

ロ

ナ

の

影

響

も

あ

り

、

出

来

る

だ

け

分

散

で

の

参

拝

を

お

勧

め

し

て

い

ま

す

。

年

内

い

っ

ぱ

い

は

七

五

三

の

受

付

を

し

て

い

ま

す

の

で

、

ど

う

ぞ

11

月

の

土

日

に

こ

だ

わ

ら

ず

12

月

に

な

っ

て

か

ら

も

お

越

し

下

さ

い

。

今

年

今

年

今

年

今

年

も

もも

も

夜

間

夜

間

夜

間

夜

間

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

い

た

し

ま

す

い

た

し

ま

す

い

た

し

ま

す

い

た

し

ま

す

。

。。

。

今

年

も

紅

葉

の

季

節

に

な

り

ま

し

た

。

境

内

の

紅

葉

は

、

毎

年

11

月

下

旬

に

見

頃

を

迎

え

ま

す

。

今

年

も

夜

間

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

を

致

し

ま

す

。

ぜ

ひ

幻

想

的

な

夜

の

久

山

年

神

社

に

も

お

越

し

下

さ

い

。

期

間

は

11

月

15

日

か

ら

12

月

15

日

ま

で

の

予

定

で

す

。

（

紅

葉

の

色

づ

き

具

合

で

日

に

ち

を

変

更

す

る

場

合

が

あ

り

ま

す

）

久山年神社の神殿
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10

月

10

日

、

今

年

の

例

大

祭

（

久

山

く

ん

ち

）

を

恙

な

く

ご

奉

仕

い

た

し

ま

し

た

。

昨

年

に

続

き

、

新

型

コ

ロ

ナ

感

染

拡

大

の

た

め

奉

納

芸

能

等

の

催

し

は

中

止

と

し

、

神

事

の

み

の

例

大

祭

に

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

が

、

役

員

・

総

代

揃

っ

て

日

頃

の

感

謝

の

誠

を

捧

げ

ま

し

た

。

来

年

は

通

常

ど

お

り

の

お

祭

り

が

出

来

る

よ

う

祈

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

今
年

今
年

今
年

今
年
のの のの
例
大
祭

例
大
祭

例
大
祭

例
大
祭
もも もも
恙恙 恙恙
な
く

な
く

な
く

な
く

斎
行
致

斎
行
致

斎
行
致

斎
行
致
し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た
。。 。。

久山年神社の幸先詣（さいさきもうで）

令和4年の初詣も昨年に続き、三密を避けるため分散でのお参りを

おススメしています。

※ 令和3年12月13日から幸先詣として破魔矢など縁起物の頒布をしています。

※ 1月31日までが初詣です。正月3が日にこだわらず、混みあう日を避けて

ごゆっくりお参りください。

【年末年始の予定】

除夜祭 12月31日 午後11時30分 / 歳旦祭 1月1日 午前0時30分

※参列は⾃由です

【授与品頒布時間】

12月13日～12月31日 午前9時～午後5時（社務所受付）

12月31日 午後11時30分～1月1日 午前3時（境内仮設テント）

1月1日 午前8時～午後5時（境内仮設テント）

1月2日 午前8時～午後5時（境内仮設テント）

1月3日 午前8時～午後4時（境内仮設テント）

令和4年 参賀早見表

参賀名 性 別 年  齢 生 ま れ 年

男性  数え年41歳（満40歳になる年）  昭和57年生まれ（いぬ）

女性  数え年33歳（満32歳になる年）  平成2年生まれ（うま）

厄 明

男性  数え年42歳（満41歳になる年）  昭和56年生まれ（とり）

（厄 晴）

女性  数え年34歳（満33歳になる年）  平成元年生まれ（へび）

男性  数え年25歳（満24歳になる年）  平成10年生まれ（とら）

女性  数え年19歳（満18歳になる年）  平成16年生まれ（さる）

還 暦 男女とも  数え年61歳（満60歳になる年）  昭和37年生まれ（とら）

古 稀 男女とも  数え年70歳（満69歳になる年）  昭和28年生まれ（へび）

喜 寿 男女とも  数え年77歳（満76歳になる年）  昭和21年生まれ（いぬ）

傘 寿 男女とも  数え年80歳（満79歳になる年）  昭和18年生まれ（ひつじ）

米 寿 男女とも  数え年88歳（満87歳になる年）  昭和10年生まれ（いのしし）

女児  数え年 7 歳（満6歳になる年）  平成28年生まれ（さる）

男児  数え年 5 歳（満4歳になる年）  平成30年生まれ（いぬ）

男女とも  数え年 3 歳（満2歳になる年）  令和 2 年生まれ（ねずみ）

厄 入

その他の大厄

七五三

お祓いは随時受け付けています。詳しくは神社へお問い合わせください。

例

大

祭

に

際

し

御

奉

納

を

頂

戴

い

た

し

ま

し

た

の

で

、

ご

紹

介

い

た

し

ま

す

。

ご

厚

情

に

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

【

金

一

封

】

若

葉

町

市

橋

晃

様

・

青

葉

台

中

村

修

一

様

【

奉

献

酒

】

成

就

院

様

ま

た

例

大

祭

神

事

に

引

き

続

き

、

子

供

書

道

展

の

表

彰

式

も

執

り

行

い

ま

し

た

。

受

賞

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

【

長

崎

県

神

社

庁

奨

励

賞

】

真

津

山

小

二

年

水

田

え

な

さ

ん

【

久

山

年

神

社

宮

司

賞

】

真

津

山

小

五

年

松

永

夏

梅

さ

ん

【

久

山

年

神

社

奉

賛

会

長

賞

】

西

諫

早

中

三

年

山

下

明

莉

さ

ん
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10

月

10

日

、

今

年

の

例

大

祭

（

久

山

く

ん

ち

）

を

恙

な

く

ご

奉

仕

い

た

し

ま

し

た

。

昨

年

に

続

き

、

新

型

コ

ロ

ナ

感

染

拡

大

の

た

め

奉

納

芸

能

等

の

催

し

は

中

止

と

し

、

神

事

の

み

の

例

大

祭

に

な

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

が

、

役

員

・

総

代

揃

っ

て

日

頃

の

感

謝

の

誠

を

捧

げ

ま

し

た

。

来

年

は

通

常

ど

お

り

の

お

祭

り

が

出

来

る

よ

う

祈

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

今
年

今
年

今
年

今
年
のの のの
例
大
祭

例
大
祭

例
大
祭

例
大
祭
もも もも
恙恙 恙恙
な
く

な
く

な
く

な
く

斎
行
致

斎
行
致

斎
行
致

斎
行
致
し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た
。。 。。

久山年神社の幸先詣（さいさきもうで）

令和4年の初詣も昨年に続き、三密を避けるため分散でのお参りを

おススメしています。

※ 令和3年12月13日から幸先詣として破魔矢など縁起物の頒布をしています。

※ 1月31日までが初詣です。正月3が日にこだわらず、混みあう日を避けて

ごゆっくりお参りください。

【年末年始の予定】

除夜祭 12月31日 午後11時30分 / 歳旦祭 1月1日 午前0時30分

※参列は⾃由です

【授与品頒布時間】

12月13日～12月31日 午前9時～午後5時（社務所受付）

12月31日 午後11時30分～1月1日 午前3時（境内仮設テント）

1月1日 午前8時～午後5時（境内仮設テント）

1月2日 午前8時～午後5時（境内仮設テント）

1月3日 午前8時～午後4時（境内仮設テント）

令和4年 参賀早見表

参賀名 性 別 年  齢 生 ま れ 年

男性  数え年41歳（満40歳になる年）  昭和57年生まれ（いぬ）

女性  数え年33歳（満32歳になる年）  平成2年生まれ（うま）

厄 明

男性  数え年42歳（満41歳になる年）  昭和56年生まれ（とり）

（厄 晴）

女性  数え年34歳（満33歳になる年）  平成元年生まれ（へび）

男性  数え年25歳（満24歳になる年）  平成10年生まれ（とら）

女性  数え年19歳（満18歳になる年）  平成16年生まれ（さる）

還 暦 男女とも  数え年61歳（満60歳になる年）  昭和37年生まれ（とら）

古 稀 男女とも  数え年70歳（満69歳になる年）  昭和28年生まれ（へび）

喜 寿 男女とも  数え年77歳（満76歳になる年）  昭和21年生まれ（いぬ）

傘 寿 男女とも  数え年80歳（満79歳になる年）  昭和18年生まれ（ひつじ）

米 寿 男女とも  数え年88歳（満87歳になる年）  昭和10年生まれ（いのしし）

女児  数え年 7 歳（満6歳になる年）  平成28年生まれ（さる）

男児  数え年 5 歳（満4歳になる年）  平成30年生まれ（いぬ）

男女とも  数え年 3 歳（満2歳になる年）  令和 2 年生まれ（ねずみ）

厄 入

その他の大厄

七五三

お祓いは随時受け付けています。詳しくは神社へお問い合わせください。

例

大

祭

に

際

し

御

奉

納

を

頂

戴

い

た

し

ま

し

た

の

で

、

ご

紹

介

い

た

し

ま

す

。

ご

厚

情

に

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

【

金

一

封

】

若

葉

町

市

橋

晃

様

・

青

葉

台

中

村

修

一

様

【

奉

献

酒

】

成

就

院

様

ま

た

例

大

祭

神

事

に

引

き

続

き

、

子

供

書

道

展

の

表

彰

式

も

執

り

行

い

ま

し

た

。

受

賞

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

【

長

崎

県

神

社

庁

奨

励

賞

】

真

津

山

小

二

年

水

田

え

な

さ

ん

【

久

山

年

神

社

宮

司

賞

】

真

津

山

小

五

年

松

永

夏

梅

さ

ん

【

久

山

年

神

社

奉

賛

会

長

賞

】

西

諫

早

中

三

年

山

下

明

莉

さ

ん



10

月

22

日

（

金

）

に

長

崎

新

聞

の

別

冊

付

録

「

と

っ

と

っ

て

ｍ

ｏ

ｔ

ｔ

ｏ

！

」

に

紹

介

さ

れ

ま

し

た

。

秋

の

紅

葉

ス

ポ

ッ

ト

の

紹

介

で

し

た

が

、

現

在

頒

布

中

の

御

朱

印

な

ど

も

ご

紹

介

頂

き

、

お

か

げ

さ

ま

で

参

拝

者

も

増

え

ま

し

た

。

場

合

、

最

初

に

動

か

す

足

は

下

位

で

あ

る

右

足

か

ら

、

右

側

に

座

っ

て

い

た

場

合

は

そ

の

逆

で

左

足

か

ら

、

と

い

う

事

に

な

り

ま

す

。

新

米

神

職

の

場

合

、

最

初

は

頭

で

考

え

な

い

と

こ

の

所

作

が

出

来

ず

に

ギ

ク

シ

ャ

ク

し

た

動

き

に

な

り

が

ち

で

す

が

、

十

年

以

上

の

中

堅

神

職

に

な

る

と

体

が

自

然

と

そ

の

場

に

応

じ

た

所

作

で

動

か

せ

る

よ

よ

う

に

な

り

、

美

し

い

動

き

で

祭

典

も

ス

ム

ー

ズ

に

奉

仕

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

美

し

い

所

作

で

動

く

神

職

の

背

中

を

見

せ

る

事

は

、

そ

れ

だ

け

で

一

番

の

教

化

（

氏

子

を

教

え

導

く

こ

と

）

に

な

る

。

と

言

う

ベ

テ

ラ

ン

神

職

も

い

る

ほ

ど

で

す

。

し

か

し

「

慣

れ

」

と

「

老

い

」

は

怖

い

も

の

で

、

一

人

で

奉

仕

し

て

い

る

神

社

で

は

誰

も

注

意

し

て

く

れ

る

人

が

い

な

い

の

と

、

ま

た

加

齢

に

よ

る

足

腰

や

筋

力

の

衰

『

『『

『

上

上上

上

と

とと

と

下

下下

下

、

、、

、

左

左左

左

と

とと

と

右

右右

右

』

』』

』

私

た

ち

神

職

は

参

拝

者

と

神

様

の

『

仲

取

り

持

ち

』

と

い

う

職

業

柄

、

常

に

神

様

に

対

し

て

失

礼

の

無

い

よ

う

な

所

作

で

動

き

ま

す

。

こ

の

作

法

を

総

称

し

て

祭

式

（

さ

い

し

き

）

と

言

い

ま

す

。

神

様

に

向

か

っ

て

右

側

に

座

る

か

、

左

側

に

座

る

か

、

正

面

に

座

る

か

の

位

置

に

よ

っ

て

最

初

に

動

か

し

だ

す

足

が

違

っ

て

き

ま

す

し

、

ク

ル

ッ

と

回

っ

て

お

辞

儀

を

す

る

際

に

も

回

転

の

方

向

が

違

い

ま

す

。

簡

単

に

言

い

ま

す

と

、

神

社

の

中

心

に

一

本

の

線

が

あ

る

と

思

っ

て

く

だ

さ

い

。

そ

の

線

を

境

に

右

側

が

上

位

、

左

側

が

下

位

に

な

り

ま

す

。

ま

た

前

後

の

上

下

は

、

当

然

で

す

が

神

様

に

近

い

方

が

上

位

で

遠

い

方

が

下

位

に

な

り

ま

す

。

し

た

が

い

ま

し

て

神

様

に

は

失

礼

の

無

い

よ

う

、

下

か

ら

上

へ

、

下

位

か

ら

上

位

へ

の

動

き

が

基

本

と

な

り

ま

す

。

例

え

ば

神

職

が

正

面

に

向

か

っ

て

左

側

に

座

っ

て

い

た

早

い

も

の

で

今

年

も

残

り

一

ヶ

月

余

り

に

な

り

ま

し

た

。

今

年

も

『

た

よ

し

の

杜

』

を

お

読

み

頂

き

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

来

年

も

よ

ろ

し

く

お

願

い

致

し

ま

す

。

コ

ロ

ナ

も

だ

い

ぶ

ん

落

ち

着

い

て

き

ま

し

た

。

来

年

こ

そ

は

マ

ス

ク

無

し

の

普

通

の

生

活

が

送

れ

る

よ

う

に

な

る

こ

と

を

祈

り

た

い

と

思

い

ま

す

。
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創建 文禄元年

久山年神社

編
集

後
記

久

山

年

神

社

社

報

第

十

三

号

た
よ
し
の
杜

え

も

加

わ

り

、

少

し

ず

つ

こ

の

所

作

が

崩

れ

て

い

く

の

で

す

。

そ

の

た

め

私

た

ち

神

職

は

ニ

～

三

年

に

一

度

で

で

す

が

、

祭

式

研

修

会

を

受

け

て

基

本

動

作

の

確

認

や

模

擬

祭

典

を

行

い

、

所

作

の

チ

ェ

ッ

ク

を

行

い

ま

す

。

余

談

で

す

が

、

昔

の

官

職

で

右

大

臣

と

左

大

臣

と

い

う

役

職

が

あ

り

ま

す

が

、

天

皇

を

正

面

に

見

て

右

に

い

る

の

が

左

大

臣

、

左

に

い

る

の

が

右

大

臣

に

な

り

ま

す

。

右

な

の

に

左

大

臣

？

左

な

の

に

右

大

臣

？

と

思

わ

れ

た

こ

と

で

し

ょ

う

。

実

は

神

社

や

御

所

の

左

と

右

は

、

神

様

や

天

皇

か

ら

見

た

場

合

の

左

と

右

な

の

で

す

。

で

す

か

ら

神

様

側

か

ら

見

て

左

側

（

私

た

ち

か

ら

見

た

ら

右

側

）

が

左

大

臣

、

神

様

側

か

ら

見

て

右

側

（

私

た

ち

か

ら

見

た

ら

左

側

）

が

右

大

臣

、

と

な

る

訳

で

す

。

ち

な

み

に

前

述

の

と

お

り

、

正

面

に

向

か

っ

て

右

側

が

上

位

に

な

り

ま

す

か

ら

、

左

大

臣

が

右

大

臣

よ

り

偉

い

役

職

と

い

う

事

に

な

り

ま

す

。

一

般

の

方

か

ら

す

れ

ば

こ

の

上

下

左

右

の

作

法

は

非

常

に

判

り

づ

ら

い

と

思

い

ま

す

が

、

知

識

と

し

て

知

っ

て

お

く

と

、

目

上

の

人

に

席

を

勧

め

る

際

な

ど

に

上

座

や

下

座

の

位

置

を

理

解

し

や

す

く

な

り

ま

す

か

ら

、

頭

の

片

隅

に

で

も

入

れ

て

お

い

て

頂

く

と

日

常

生

活

の

中

で

役

に

立

つ

と

思

い

ま

す

。

宮

司

本

田

孝

裕

フェイスブック インスタグラム ツイッター

長

崎

新

聞

長

崎

新

聞

長

崎

新

聞

長

崎

新

聞

の

のの

の

別

冊

付

録

別

冊

付

録

別

冊

付

録

別

冊

付

録

『

『『

『

と

っ

と

っ

て

と

っ

と

っ

て

と

っ

と

っ

て

と

っ

と

っ

て

ｍ

ｏ

ｔ

ｔ

ｏ

！

ｍ

ｏ

ｔ

ｔ

ｏ

！

ｍ

ｏ

ｔ

ｔ

ｏ

！

ｍ

ｏ

ｔ

ｔ

ｏ

！

』

』』

』

に

にに

に

紹

介

紹

介

紹

介

紹

介

さ

れ

ま

し

た

さ

れ

ま

し

た

さ

れ

ま

し

た

さ

れ

ま

し

た

。

。。

。

七

七七

七

五

五五

五

三

三三

三

は

はは

は

年

年年

年

内

内内

内

い

いい

い

っ

っっ

っ

ぱ

ぱぱ

ぱ

い

いい

い

受

受受

受

け

けけ

け

付

付付

付

け

て

お

り

ま

す

け

て

お

り

ま

す

け

て

お

り

ま

す

け

て

お

り

ま

す

。

。。

。

11

月

15

日

は

七

五

三

で

す

。

例

年

15

日

前

後

の

土

日

は

七

五

三

の

お

祓

い

が

集

中

し

ま

す

が

、

コ

ロ

ナ

の

影

響

も

あ

り

、

出

来

る

だ

け

分

散

で

の

参

拝

を

お

勧

め

し

て

い

ま

す

。

年

内

い

っ

ぱ

い

は

七

五

三

の

受

付

を

し

て

い

ま

す

の

で

、

ど

う

ぞ

11

月

の

土

日

に

こ

だ

わ

ら

ず

12

月

に

な

っ

て

か

ら

も

お

越

し

下

さ

い

。

今

年

今

年

今

年

今

年

も

もも

も

夜

間

夜

間

夜

間

夜

間

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

い

た

し

ま

す

い

た

し

ま

す

い

た

し

ま

す

い

た

し

ま

す

。

。。

。

今

年

も

紅

葉

の

季

節

に

な

り

ま

し

た

。

境

内

の

紅

葉

は

、

毎

年

11

月

下

旬

に

見

頃

を

迎

え

ま

す

。

今

年

も

夜

間

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

を

致

し

ま

す

。

ぜ

ひ

幻

想

的

な

夜

の

久

山

年

神

社

に

も

お

越

し

下

さ

い

。

期

間

は

11

月

15

日

か

ら

12

月

15

日

ま

で

の

予

定

で

す

。

（

紅

葉

の

色

づ

き

具

合

で

日

に

ち

を

変

更

す

る

場

合

が

あ

り

ま

す

）

久山年神社の神殿


